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L ②門メよの日吉神社
創立は養老元年(717年)。日吉神

社は養老年間、筑後守道君首名の勧
請により創建され、御祭神在大山昨

命と申し上げた。天正年聞に大友軍

一の戦禍に会い、社殿を焼失、社領は、

揖通没収される。後、現在の社地となった。
古制常3 宥羽田吉神社の境内には、①皇大神宮②

国4旦程とー四紙園天満宮③八幡神社④王子宮⑤阿志

岐神社の五つの社があります。昔から、「堂ごもりの米ぬぎ歌jが言い伝

えられています。 毎年、9月夏祭り(よど)、 11月に堂ごもり、12月に

秋祭り(座)が行われています。

みちの営みのおl1~t.t

@道着首名の古碑と伝え5れる門の上の石碑
昭和27年(1952年)刊行の浮羽

古文化財保存会誌「字釈波(うきは)J
第1号に、「道ノ君首名/墳Jとして
紹介されています。道君首名は、和
銅6年(713年)、筑後国の長官(守)

として、赴任した天下りの中央官人で、
名前のわかる筑後国最初の国司で

あった。刑部親王、藤原不比等など

仇ニ包惇寸コυ')J邑止ιIJUわっている。大宝元年(701年)6月、飛
鳥四大寺の一つ大安寺で僧尼令を説いている。和銅5年(712年)日月
には、遣新羅使となる。 帰国後、筑後国守に任ぜられた。

⑤原の天満宮

ります。

創立は、江戸時代。毎年、9月、

12月に祭礼が行われ、特に9
月の夜渡祭りは、赤鬼・青鬼・

ll!子が出て各戸を廻ります。

近隣の子供遣が集まってに

ぎわいます。赤ちゃんの頭を獅

子にかんでもらうと、病気にか

からないという言い伝えがあ

③原 宝暦ー撰、亀山村伴蔵の墓

1754年、過酷な増税により

有馬藩と浮羽郡をはじめとする

農民がはげしくかけあい、日本

有数の大ー撲となった。

-擦は成功、しかし首謀者は、

久留米津福処刑場で処刑された。

農民の苦しさを訴え、先頭にた

って戦った庄屋、亀山村の田中伴蔵は、その一人である。

②唐島の素蓋晶神社
創立は江戸時代。7月には、天満

宮様があり参拝者にお菓子の諸接

待がある。9月の夜渡では、豊作を

祈願するまつりがあり、昔、家々で

はよど鍾頭をつくりお供えをして、

夜は芝居や浪漫映画などが行われ

ていた。現在は、若い人が中心とな

り夜后やイベン卜が開催されている。

12月には、収穫感謝まつりや、しめ縄の張替え等を行い世話する人の

交代の儀式、富座が集落の役員により行われている。

、山

@唐島の川ん殿様
唐島素蓋鴨神社本殿績に杷られている

木像は、地元では河童日11ん殿様Jと呼ば

れています。像はやせ細って目がil1iち窪ん

でおり、剃髪した頭は平清盛に疑せられて

いる九千坊に似ており、水神信仰が河童

と平家伝説と複合した後の時代(1700年
代初め頃)の作ではないかといわれる。
5月には，JlIん殿様祭礼があり、川ん殿

様を管理してある世話人が、八十八夜の

夕刻、洞に提灯を灯し、お参りの人々民お
接待をします。

こはくあんし.ラゅうに

⑨唐島の俳人湖自庵諸九尼
俳人、湖白庵諸九尼は、通称を

「なみJと言う。

正徳4年 (1714年)竹野郡唐

島村の庄屋、永松八郎右衛門の4
女として生まれ、同族の中原村庄屋、

永松方右衛門に嫁ぐ。

宝暦12年(176，2年)に夫を亡

くし、その百ヶ日に剃髪。安永7
年(1778年)ころに京都を去り直方に移住、門人の指導にあたる。

天明元年(1781年)6日歳の生涯をi終える。

②牧の郷社八幡神社

創立は、平安時代、天慶7年
(1066年前)竹林の中の八幡大

醤躍に起源する。有馬藩、有馬忠

頼氏により、問暦2年(1665年)

神殿・拝殿が造営され、250年間

有馬藩社に。昭和16年、郷社とな

り昭和45年、現在の神殿と鉄筋

叫畑出出掛臨 コンクリートの拝殿が完成。毎年、

1月初詣、7月に茅の輪くぐり、9月に夜渡、 10月に御願成就、 12月
に師走の大祭が行われている。

⑤牧の如意輪観音像(久留米市指定有形文化財)

l 幼!}:~ .t 司ヨ~戸川務詔翠掴闘 もとは官原のf自東寺に安置さ
ー
さ孟語圏¥務癒謝臨調れたものとされ、現在地に移転

した年代は不詳。牧八幡神社境

内に市88れ、今も地域の人たち

の香花がたえません。全長

115cm、巾 55.4cm(膝張)。品

目 必 3-S F』台座裏に補修銘が残り、日開 7
~一思国年 (1770 年)に彩色、天保 6

年 (1835年)に、庄屋井上市郎平永重らにより再彩色なされた

事がわかる。像自体は、室町時代の作と考えられる

③川会小学校
間治43年、浮羽郡では初めて[旋

表旗Jが授与されました。当時、児

童の出席、教育内容が優れた学校

に県から贈られたものです。

川会小¢伝統行事として11月には、

相撲大会があります。全校生徒で1

ヶ月をかけて総当U戦を行い、祖父

母参観日の目が千秋楽です。1年生

の時に自分でつける「しこ名j在、5年間名乗るというのも伝統になっ

てます。 平成21年に創立130周年を迎えました。

①馬渡天満宮

建立は文化7年(1810年)平成8

ヲ年4月に改築された。祭神は、菅原

市道真(845-903)で平安時代の学者

政治家。道真の死後、993年正一位

太政大臣を贈られた。

民間では、京都北野の2'満宮に

天神として祭られ、以後文道の神と

あがめられた。 毎年、1月に年始祭、9月に祭目、 11月に堂ごもり、

12月に祭日となっています。

②馬渡の根園様

祭神は、素養鳴尊(すさのおの

みこと)で日本神話中の神格。〈古

事記〉では速須佐之男命、〈日本書紀〉

では素養鴫尊としるしている。ス

サノオノミコトは、出雲の主神である。

ただし、出雲の神の名には「神Jと
しるし、大和では「命(尊)Jとしる

すが、この神がとくに「尊Jとある

のは、大和との関係の深さをしめす。

毎年、7月14日の祭日で、15，16，17の3日間堂ごもりとなっています。

③今村徳満神社¥

今村徳満神社は、竹野郡(ごおり)

今村産神(うぷすながみ)徳満宮と

言われていた。宝徳元年(1449年)、
川辺に 間四魚の社(やしろ)在建て、

徳満宮と奉った。災害lこより拝殿の

再建を、安政5年(1858年)に行い、

何咋訟亨~-:.~..-.，..四 : 1.38年を経て巨瀬)11の河)11改修計

L 画に伴い、平成B年(1996年)現在

地に移転新築しました。 毎年、7月に輪くぐり9月によど、御願成就、

12月には秋祭りが行われています。

④江口の天満神社ー

⑤高嶋の天満宮

御祭神、菅原道真公を市Eる神社

とし、寛延年間1748年には、すで

に現存せる社にして、明治6年3

月に村社に列せられました。石燈

縫一対は、弘化二年(1845年)八

月に建立され、狗犬双は、弘化

四年(1847年)八月に建立され

創建は不詳ですが、問治

23年12月に再建されました。

毎年、9月によど、 12月

には祭礼が行われています。

⑥志床の熊野神社

創立は江戸時代、寛文10年(

ぽ道旭 1670年)r久留米藩社方基」によ

「 M 譲れば、春日大明神、熊野棚、住吉

大明神の木像三体が納められて

いる。横の社には、未社申谷(さる

わか)大間神の河童の像が安置さ

官 諒 空 開 芝 霊 翠 璽 れ ている。

毎年、9月によど、 12月には祭礼が行われています。

⑦志尿の力料工
この像は、両足を平行にかなり

大きく開いて直立する。両手を腰

にあてて左右に両肘を張った姿

勢をとり、オ力ツパを思わせる髪

型をした。頭の頂には窪みがある。

J 一一一一一一そして、歯をくい縛って、大きく左

卓越園田園右に聞いた口と眉をしかめつつ、

何かを見据えるe大きな両国が精彩を放っている。

⑨灰塚の熊野神社・徳満神社・奉納観音霊場)1憤拝宮

東の方には、中央に首題子神社、

右側に徳満神社、左側には奉

納観音霊場順拝宮があり、熊

野神社では現在も年1回、田

植えが終わった7月に集箔

の方全員が、奉納品一品を持

ち寄り、宮司さんを招き無病

患災及び五穀豊穣を祈願し

ています。


